
群会議の話題版

申込・問合せ先 新宿支部 電話03-3362-2161

受講料 受講資格／対象 内　　　容

2 　次回次年度予定

3 　次回次年度予定 ｺﾝｸﾘ打設に用いる型枠支保工の組立・解体作業

4 　次回次年度予定

5 　次回次年度予定

  ５ / ２３～２５（火水木）

　技術研修センター（池袋）

10 　次回次年度予定

　① ３ / １～２（水木） ② ４ / １１～１２（火水）

 　① 技術研修センター（池袋）  ② 技術研修センター（池袋）

15 　次回次年度予定

　① ３ / ２２（水） ② ４ / １４（金）

 　① 技術研修センター（池袋）  ② 技術研修センター（池袋）

18 　次回次年度予定

19 　次回次年度予定

48 　次回次年度予定

16 18歳以上

21 18歳以上

27 18歳以上

28 　次回次年度予定

　４ / ２０～２２（木金土）

12 　次回次年度予定

60 　次回次年度予定

36 　４～５月予定

他

建築士講習（NPO東京土建ATEC）　

一般建築物石綿含有建材調査者講習（主催：一般財団法人 日本環境衛生センター）

専
用

48,000円

は要望の多い講習です

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

お問い合わ
せください

　３ / １５～１６（水木） 技術研修センター（池袋）

　① ３ / ９～１０（木金） 武蔵野ｽｲﾝｸﾞﾎｰﾙ（中央線武蔵境駅近く）
　申請受付期間あり･詳細はご所属支部へ

暗渠・マンホール・槽・ピットなどでの作業

18歳以上

　３ / ８（水） 技術研修センター（池袋）

グラインダ（自由研削砥石）運転、砥石取替作業に必要

18歳以上

ビル外装清掃・法面・屋根・板金工事などでのロープ作業

18歳以上

入職者に対して事業所が行う法定の「雇い入れ時教育」の一部を
実施、「足場」「熱中症」２つの特別教育も取得できる割引コース

「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育３つセットの
割引コース

「石綿」「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育４つ
セット割引コース。改修工事は石綿も必要となります

可燃性ガスを使用する溶接・溶断の作業に必要

アーク溶接作業は作業前に受講が必要

18歳以上

熱中症は建設現場で多く発生しており、早めの対策が必要
なことから、予防教育を行ないます

18歳以上

丸のこは使用頻度が高く、事故も多発し重症となる例も多
いため、正しい知識を基本から学びます

特
別
教
育
な
ど

石綿が使用されている建築物等の解体・リフォームの作業
に従事する労働者は、作業前に受講が必要

つり上げ荷重5ｔ未満の移動式ｸﾚｰﾝ運転

自由研削砥石

熱中症

25

溶
接

特定化学物質50

職長・安全衛生責任者
能力向上教育

43

フルハ－ネス
特別教育

17

ｺﾝｸﾘｰﾄ解体

7

8

丸のこ

小型移動式クレ－ン

酸欠・硫化水素

足場能力向上教育

石綿特別教育

酸欠・硫化水素特別教育

49

44

低圧電気

新入職者教育

青年部員への「青年部チャレンジ助成金」を活用しましょう。80％以上出席が条件。特別教育も対象(新入職者は特別教育修了者に限る)。外部講習は組合受付に限る。

３年度ごとに受講義務

管理建築士になる方　次回未定

◆新型コロナウイルス「三密」回避対策として定員を減らして開催します。今後の状況などによって中止になる場合がありますのでご承知おき下さい◆

管理建築士講習

専
用

建築士定期講習

足場組立て・解体・変更の作業に必要。脚立足場・可搬式
作業台の連結・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ等も足場扱いになります

18歳以上

作業主任者修了者はおおむね5年毎受講が望ましいとされています

20歳以
上が相応
しい

18歳以上

今月の講習会募集【組合員向け案内】
東京土建一般労働組合　技術対策部

作
業
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任
者
（
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済

・

資

格
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象
）

2023年2月

職業訓練法人東京土建技術研修センター主催。申込は所属の支部事務所へ、受講申請書・受講料・認印・顔写真1枚(30×25㎜・パソコン講習は不要)を持参します。　※締切は１４日前（締切後
は不可）。　※遅刻厳禁。また技術研修センターには駐車場がありませんので、車での出席はお控え下さい。　※雇用保険助成金は申込前に支部へご相談ください。

地山 及び 土止め
の掘削　　　　支保工

木造建築物
の組立て等

型枠支保工

講習番号と講習名 日　程　（開始９時～または８時30分～）

軒の高さが5m以上の木造建築物で、構造部材の組立て、
屋根下地、外壁下地、建具枠の取付作業

足場の組立て等
つり足場、または高さ５m以上の構造の足場の組立･解体･
変更の作業

9

有機溶剤

石  綿

鉄骨の組立て等
高さ5m以上のコンクリート造の工作物の解体・破壊

1
経験
３年以上  ３ / ８～９（水木） 技術研修センター（池袋）

高さ5m以上の鉄骨の組立て・解体の作業

18歳以上

18歳以上

経験
３年以上

有機溶剤指定物質のほか、塗料・ｼﾝﾅｰに含有のｴﾁﾙﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝや塗料剥離剤のｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ等を扱う作業

建築物の解体・改修で石綿が含まれる建材を除去する作
業

常時現場で直接指揮監督する「職長」と、元請との間で仕
事の連絡・調整する「安全衛生責任者」となる方への教育。
リスクアセスメント教育も実施します

防水材などに含まれる特定化学物質を扱う作業。2021年4月より「溶接
ヒューム」も特定化学物質に追加され、ア－ク溶接をする作業所でも特定
化学物質主任者を選出することが必要となります。

暗渠・マンホール・槽・ピットなどでの作業

国の新たな指針が示され、おおむね５年
毎に受講が望ましいとされています

職長・安全衛生責任者教育
(RA含)修了者 ※修了証添付

18歳以上

高さが２ｍ以上の箇所において作業床を設けることが困難
な場合は、フルハ－ネス型を用いて行う作業に必要

掘削面高さが2m以上となる地山掘削と土止め支保工組立
て(腹おこし､切りばり､中間杭火打ち等)作業

職
長

14
職長・安全衛生

責任者教育
(リスクアセスメント含む)

  ５ / １１（木） 技術研修センター（池袋）

電動工具で使う仮設電源の開閉器の操作に必要な教育

　① ３ / ７（火）建設プラザかながわ（東神奈川）　③ ３ / ２８（火）技術研修センタ―（池袋）

第二種電気工事士
受験準備 筆記講座

増改築相談員

(整地等)･(解体)技能講習セット割引コ－ス。整地が不合格になった場合、
解体の受講資格がなくなるので整地単独の受講料金になります

ブレ－カ－、鉄骨切断具、コンクリ－ト圧砕具及び解体用
つかみ具をアタッチメントとして装備するもの

整地技能講習
修了者

整地・運搬・積込・掘削
用機械の運転

小型車両系特別教育修了者かつ経験3ヶ月か

つ自動車運転免許証所持者（※コピー添付）

 次回次年度予定

ロ－ラ－特別教育 締固め用車両の運転（実技あり）

足場特別教育

丸のこ・熱中症
セットコース

22

車両系建設機械
(整地等)技能講習

23

11

　３ / ５（日）

　３ / ３～５（金土日）

 西多摩支部会館（青梅線小作駅近く）　※自動車運転免許・特別教育修了証コピ－添付

79
車両系建設機械

(整地＋解体)技能講習

80

24

石綿・電動工具
セットコース

13-2

車両系建設機械
(解体)技能講習

建
設
機
械

  ５ / １７～１８（水木） 技術研修センター（池袋）

 西多摩支部会館（青梅線小作駅近く）　※整地技能講習修了証コピ－添付

　② ４ / １２～１３（水木）  けんせつプラザ東京（東京土建本部会館）
　申請受付期間あり･詳細はご所属支部へ

  ４ / １９～２０（水木） 技術研修センター（池袋）

  ４ / ２０（木） 技術研修センター（池袋）

　３/ ７～８（火水） 技術研修センタ－（池袋）

　３ / ３～４（金土）

  ４ / ２０（木） 技術研修センター（池袋）

  ４ / １８（火） 技術研修センター（池袋）

  ４ / １９（水） 技術研修センター（池袋）

多くの組合員に必要とされる「丸のこ」「熱中症」の２つの特
別教育を同時に取得できる、セット割引コース

玉 掛

ロープ高所作業

56

アーク溶接

電動工具安全取扱

セットコース

2022年４月より一定規模以上の建築物の解体工事をする
ときに石綿含有物の事前調査・報告が義務化。
2023年10月1日着工の工事から調査者の資格が必要にな
ります。

石綿作業主任者
技能講習修了者

一般建築物石綿含有建材
調査者講習

　４ / ６～７（木金） けんせつプラザ東京（東京土建本部会館）
　申請受付期間あり･詳細はご所属支部へ（詳細はチラシを参照）
　　　※石綿作業主任者技能講習修了証コピ－添付

  ４ / １８～２０（火水木） 技術研修センター（池袋）

  ４ / ２０（木） 技術研修センター（池袋）

  ３ / １０～１１（金土）城東職業能力開発センター（足立区）ガス溶接 技能講習

 西多摩支部会館（青梅線小作駅近く）　※整地技能講習の受講要件を満たしている
事

18歳以上 （☆☆☆　組合主催　☆☆☆）
つり上げ荷重１ｔ以上のｸ
ﾚｰﾝ等の玉掛　1･2日目:技術研修ｾﾝﾀｰ(池袋),3日目足立支部会館（東部ｽｶｲﾂﾘｰﾗｲﾝ梅島駅近く）

変
更


